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№
１
２
０
７

（
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
号
）
か
ら

№
１
２
３
０
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
一
五
日
）
ま
で

№
１
２
０
７
（
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
真
髄

森

勉

小
林

晃
著

「
現
代
と
『
資
本
論
』
」
を
読
む

信
州
松
本
と
岩
井
章
さ
ん

中
澤

秀
行

―
『
小
さ
な
花
』
の
「
お
菜
洗
い
」（
上
）
―

悲
願
と
悪
夢

原

野
人

―
恥
を
知
ら
な
い
日
本
の
独
占
資
本
と
安
倍
政
権
―

超
個
体(

複
合
共
生
体)

と
し
て
の
生
命
観

籔

芳
郎

の
示
す
教
育
課
題
（
下
）

参
院
選
の
構
図

滝
野

忠

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
０
８
（
二
〇
一
六
年
一
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

二
〇
一
六
年
を
展
望
す
る

相
田

邦
夫

『
小
さ
な
花
』
の
「
お
菜
洗
い
」

中
澤

秀
行

―
信
州
松
本
と
岩
井
章
さ
ん
（
下
）
―

国
鉄
闘
争
の
想
い
出
と

菅
原
須
摩
子
さ
ん
の
存
在

山
下

俊
幸

イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
）
消
滅
、
中
東
世
界
の
次
は
？

滝
野

忠

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
０
９
（
二
〇
一
六
年
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

あ
き
ら
め
な
い
、
選
挙
で
勝
つ

渋
谷

澄
夫

電
力
自
由
化
と
発
送
電
の
分
離

原

野
人

―
目
く
ら
ま
し
が
得
意
な
、
ず
る
が
し
こ
い
独
占
資
本
と
安
倍
政
権
―

高
浜
原
発
再
稼
働
阻
止

現
地
と
関
電
大
阪
本
店
で
全
国
集
会

―
京
都
で
福
井
地
裁
裁
判
全
関
西
報
告
集
会
（
１
・
９
）
か
ら
１
・

、
１
・

集
会
へ
―

24

27

ウ
ィ
ー
ン
・
フ
ィ
ル
の
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
に
想
う

中
澤

秀
行

―
「
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進
曲
」
と
「
美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
―

向
坂
逸
郎
先
生
と
原
節
子
さ
ん

抽
象
・
理
念

対

具
体
・
現
実

編
集
部

―
全
国
紙
そ
し
て
東
京
新
聞

元
旦
の
社
説
か
ら
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
１
０
（
二
〇
一
六
年
二
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

生
産
性
三
原
則
に
思
想
的
反
撃
を

滝
野

忠

―
一
六
春
闘
へ
の
基
本
的
視
点
―

私
た
ち
は
ど
ん
な
時
代
に
生
き
て
い
る
の
か

松
枝

佳
宏

現
代
国
家
の
政
治
と
経
済
政
策
へ
の
基
本
的
視
点

中
澤

秀
行

―
安
保
法
制
、
原
発
再
稼
働
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
税
制
等
で
考
え
る
―

「
息
子
へ
の
手
紙
」

稲
村

守

―
高
浜
原
発
再
稼
働
を
許
さ
な
い
闘
い
か
ら
―

政
官
財
で
国
民
を
く
い
も
の

山
下

け
い
き

―
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
国
が
つ
け
た
奴
隷
番
号
―

「
旬
刊

社
会
通
信
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
案
内

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
１
１
（
二
〇
一
六
年
三
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

私
た
ち
の
学
習
会

国
労
上
野
支
部
反
合
研

大
震
災
か
ら
５
年

相
沢

瑞
男

―
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
に
喰
わ
れ
る
復
興
―

あ
れ
か
ら
５
年
が
た
っ
て

原

野
人

―
福
島
原
発
の
現
実
と
安
倍
政
権
の
暴
走
―

澤
野
義
一
著
『
脱
原
発
と
平
和
の
憲
法
理
論

稲
村

守

―
日
本
国
憲
法
が
示
す
平
和
と
安
全
―
』
を
薦
め
る
―

権
力
者
・
安
倍

嘘
・
ご
ま
か
し
の
手
法

編
集
部

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
１
２
（
二
〇
一
六
年
三
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

烏
（
カ
ラ
ス
）
は
減
っ
た
、
政
界
渡
り
鳥
は
今
も

滝
野

忠

と
ん
で
も
な
い
、
国
の
原
発
事
故
「
避
難
」
計
画

原
発
事
故
被
害
者

相
双
の
会

―
帰
り
た
い
け
ど
帰
れ
な
い
―

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
通
信
簿
」

小
林

晃

―
『
週
刊
朝
日
』
に
よ
る
〝
中
間
総
括
〟
―

東
京
総
行
動
・
経
団
連
行
動
、
西
日
本
集
会

全
労
協

―
全
労
協

三
月
ス
ト
ラ
イ
キ
闘
争
で
賃
上
げ
を
！
―

木
下
栄
治
氏
を
悼
む

編
集
部

―
米
澤

昭
彦
氏
の
「
弔
辞
」
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
１
３
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

搾
取
の
度
合
い
こ
そ
が
肝
要

滝
野

忠

春
闘｢

集
中
回
答
（
三
月
一
六
日
）」
結
果
か
ら
（
一
）

労
働
運
動
強
化
に
向
け
て

野
佐
根

浩
巳

―
国
労
中
央
委
員
会
で
の
発
言
―

反
原
発
闘
争
―
経
過
・
現
状
・
課
題

井
戸

謙
一

―
３
・

び
わ
こ
集
会

「
基
調
報
告
」
―

13

原
発
全
廃
！

び
わ
こ
一
周
デ
モ
２
０
１
６

関
電
は
び
わ
こ
を
汚
す
な
！

稲
村

守

「
身
を
切
る
改
革
」
と
は
何
か

原

野
人

―
国
会
議
員
の
報
酬
は
削
減
し
て
定
数
は
倍
増
す
べ
き
―

憲
法
が
さ
ん
ぜ
ん
と
輝
く
未
来
へ

―
新
社
会
党
結
党
二
十
年
「
大
会
宣
言
」
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
１
４
（
二
〇
一
六
年
四
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

北
海
道
新
幹
線
で
在
来
線
は

滝
野

忠

―
国
鉄
「
分
割
民
営
化
」
の
帰
結
―

辺
野
古
「
和
解
」
と
「
本
土
」
民
衆
運
動
の
課
題

毛
利

孝
雄

高
濃
度
汚
染
水
の
ゆ
く
え

原

野
人

―
東
電
と
規
制
委
に
よ
る
糊
塗
策
の
結
果
―

政
党
再
編
と
参
院
選

生
産
性
三
原
則
そ
し
て
産
業
報
国
会

編
集
部

―
一
六
春
闘
総
括
へ
の
視
点(

二)

―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

「
社
会
通
信
」
発
行
体
制
の
変
更
に
つ
い
て

№
１
２
１
５
（
二
〇
一
六
年
五
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

職
場
活
動
を
は
じ
め
よ
う
―

何
か
ら
始
め
る
か

杉
森

弘
之

フ
ィ
デ
ル
の
寄
稿

米
国
か
ら
の
贈
り
物
は
必
要
な
い

訳

富
山

栄
子

―
兄
弟
オ
バ
マ
の
キ
ュ
ー
バ
訪
問
に
つ
い
て
―

輪
作
破
壊
で
十
勝
農
業
崩
壊
も

佐
野

周
二

―
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
北
海
道
農
業
―

マ
ル
ク
ス
と
向
坂
逸
郎
と
梅
原
猛

原

野
人

新
書
紹
介

『
新
幹
線
開
発
百
年
史
』
『
運
転
室
の
安
全
管
理
』

蓑
輪

泰
臣

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
１
６
（
二
〇
一
六
年
五
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

選
挙
は
正
直

流
し
た
汗
の
量
と
質
で
結
果
が
出
る

小
林

義
昭

―
牧
田
ま
さ
き
選
挙
総
括
―

こ
れ
が
自
衛
隊
の
実
体
だ

佐
野

周
二

―
「
十
勝
（
帯
広
）
講
演
会
」
で
元
自
衛
官
語
る
―

『
資
本
論
』
を
味
読
し
よ
う

原

野
人

―
資
本
の
蓄
積
は
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
に
返
る
か
―

苦
し
さ
を
笑
い
に
変
え
る
明
る
さ
と
パ
ワ
ー

武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン

―
「
兵
庫
た
た
か
う
仲
間
の
集
会
」
か
ら
―

『
旬
刊

社
会
通
信
』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
期
待
す
る

山
下

俊
幸

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
１
７
（
二
〇
一
六
年
六
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

『
資
本
論
』
発
刊
一
五
〇
年

小
林

晃

二
〇
一
六
年
五
月
と
一
八
九
〇
年
五
月

滝
野

忠

―
メ
ー
デ
ー
考
―

ブ
ラ
ッ
ク
士
業
の
暗
躍
を
許
す
な
！
（
上
）

茨
城
ユ
ニ
オ
ン

全
昭
和
電
工
千
葉
工
場
闘
争
と
今

山
下

俊
幸

―
す
さ
ま
じ
い
「
合
理
化
」
攻
撃
の
中
で
―

二
〇
一
六
年
五
月
三
日

編
集
部

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
１
８
（
二
〇
一
六
年
六
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

資
本
主
義
経
済
体
制
の
「
危
機
」

滝
野

忠

―
Ｇ
７
の
経
済
論
議
は
ウ
ス
ッ
ペ
ラ
―

現
代
政
治
と
参
院
選

編
集
部

―
「
立
憲
主
義
」
に
つ
い
て
―

革
命
五
八
年
の
年

―
キ
ュ
ー
バ
共
産
党
第
七
回
大
会
閉
会
に
あ
た
っ
て
の

訳
・
富
山

栄
子

フ
ィ
デ
ル
・
カ
ス
ト
ロ
・
ル
ス
の
演
説
―

社
労
士

競
争
は
げ
し
く

茨
城
ユ
ニ
オ
ン

―
ブ
ラ
ッ
ク
士
業
の
暗
躍
を
許
す
な
（
下
）
―

び
わ
湖
一
周
デ
モ
「
私
も
何
か
し
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
！
」

稲
村

守

―
反
原
発
デ
モ
・
史
上
初
貫
徹
！

五
日
間
で
七
〇
〇
人

参
加
―

米
軍
元
海
兵
隊
員
に
よ
る
沖
縄
女
性
殺
害

―
十
分
な
対
応
と
真
相
究
明
、
米
軍
の
撤
退
を
求
め
る
要
求
書
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
１
９
（
二
〇
一
六
年
七
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

科
学
的
社
会
主
義
と
俗
流
社
会
主
義
―
な
ぜ
逆
戻
り
す
る
の
か
？
―

原

野
人

「
生
産
性
三
原
則
」
批
判
こ
そ
―
一
六
春
闘
、
連
合
運
動
へ
の
総
括
視
点
―

滝
野

忠

◇
小
原
稔
さ
ん
か
ら
の
手
紙
◇

国
労
運
動
の
過
去
、
現
在
、
未
来
―
一
歩
前
に
出
る
戦
い
を
―

小
原

稔

「
沖
縄
の
思
い×
沖
縄
へ
の
思
い
」
№
12

『
ど
の
故
郷
に
も
戦
争
に
使
う
土
砂
は
一
粒
も
な
い
』

毛
利

孝
雄

―
辺
野
古
埋
立
土
砂
搬
出
反
対
全
国
連
絡
協
議
会
・
沖
縄
学
習
交
流
集
会
レ
ポ
ー
ト
―

老
朽
原
発
再
稼
働
を
許
さ
な
い
！

原
発
の
な
い
町
づ
く
り
を

稲
村

守

―
四
〇
数
年
ぶ
り
の
美
浜
集
会
に
三
〇
〇
人
！

―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
２
０
（
二
〇
一
六
年
七
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

マ
ル
ク
ス
と
向
坂
逸
郎
―
現
代
社
会
の
政
治
と
労
働
者
①
―

滝
野

忠

ど
こ
ま
で
も
無
責
任
な
国
家
と
電
力
資
本

原

野
人

―
破
裂
を
招
く
老
化
原
発
の
稼
働
延
長
―

◇
資
料
と
解
説
◇
六
・
一
九
「
沖
縄
県
民
大
会
」
と
「
慰
霊
の
日
」

賃
上
げ
は
ウ
ソ
だ
っ
た

Ｎ
関
労

―
制
度
改
悪
で
年
収
減
額
つ
づ
く

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
―

「
不
可
知
論
」

―
犯
人
は
独
占
資
本
―

伊
勢

太
郎

!?

英
国
に
雷
が
落
ち
た

編
集
部

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
離
・
独
立
の
背
景
と
本
質
（
上
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
２
１
（
二
〇
一
六
年
八
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

労
働
者
が
絶
対
的
多
数
な
の
に
―
現
代
社
会
の
政
治
と
労
働
運
動
②

滝
野

忠

俗
流
な
社
会
主
義
論

稲
村

守

―

世
紀
に
な
っ
た
ら
〝
必
然
〟
や
〝
法
則
〟
は
消
滅
す
る
の
か
？

21

俗
流
経
済
学
か
ら
の
脱
却
を
願
っ
て

―
現
実
を
隠
蔽
す
る
現
象
形
態
―

宗
近

民
族
そ
し
て
国
家
主
権
と
Ｅ
Ｕ

編
集
部

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
離
・
独
立
の
背
景
と
本
質
（
中
）
―

参
院
選
結
果
、
都
知
事
選
そ
し
て
衆
院
選

◇
資
料
と
解
説
◇
大
津
地
裁
三
度
の
高
浜
原
発
運
転
停
止
決
定

―
関
電
は
若
狭
の
原
発
の
運
転
を
断
念
せ
よ
―

〈
資
料
〉
関
電
高
浜
再
稼
働
裁
判

弁
護
団
声
明

勝
っ
た
！

さ
ら
に
「
力
合
わ
せ
」
必
要
―
新
潟
か
ら
の
報
告
―

小
林

義
昭

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
２
２
（
二
〇
一
六
年
八
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

エ
ル
ダ
ー
社
員
の
低
賃
金
を
考
え
る

国
労
上
野
反
合
研

長
澤
運
輸
事
件
「
五
・
一
三
」
東
京
地
裁
判
決
に
関
連
し
て

向
坂
逸
郎
・
岩
井
章
を
訪
ね
る

蓑
輪

泰
臣

「
弥
次
喜
多
道
中
」
第
四
弾

信
州
松
本
編
（
上
）

◇
資
料

お
菜
洗
ひ

―

（
尋
五
）

岩
井

章

思
想
闘
争
を
も
っ
と
大
き
く
、
て
い
ね
い
に

滝
野

忠

―
現
代
社
会
の
政
治
と
労
働
運
動
③
―

デ
フ
レ
と
は
慢
性
的
恐
慌
で
あ
る

伊
勢

太
郎

英
国
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
交
渉
の
ゆ
く
え

編
集
部

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
分
離
・
独
立
の
背
景
と
本
質
③
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
２
３
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

組
織
拡
大
が
焦
点

―
組
合
大
会
の
特
徴
に
つ
い
て

滝
野

忠

扉
温
泉

明
神
館
と
国
労
甲
府
支
部

蓑
輪

泰
臣

―
「
弥
次
喜
多
道
中
」
第
四
弾

信
州
松
本
の
旅
（
下
）
―

「
闘
う
国
労
運
動
再
建
」
へ
一
歩

国
労
上
野
反
合
研

―
国
労
結
成

周
年
の
歴
史
的
な
大
会
―

70

憲
法

そ
し
て
施
設
障
害
者
抹
殺
事
件

里
内

龍
史

―
脳
性
マ
ヒ
者
「
茨
城
青
い
芝
の
会
」
里
内
さ
ん
に
聞
く
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
２
４
（
二
〇
一
六
年
九
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

国
労

年
の
歴
史
と
伝
統
を
前
進
さ
せ
る

野
佐
根

浩
巳

70

全
国
大
会

野
佐
根
代
議
員
の
方
針
討
論

今
改
め
て
「
三
池
と
向
坂
教
室
」
に
学
ぶ
（
上
）

山
下

俊
幸

―
灰
原
茂
雄
、
塚
元
敦
義
、
そ
し
て
向
坂
先
生
―

「
高
い
山
」

資
本
論
を
よ
じ
登
る

中
澤

秀
行

―
勉
強
は
原
典
で

歩
み
は
遅
く
と
も
―

桜
井
勝
延
市
長
の
歴
史
的
責
任
を
問
う

原
発
事
故
被
害
者

相
双
の
会

―
福
島
第
一
原
発
事
故
の
避
難
指
示
解
除
に
当
た
っ
て
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り
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№
１
２
２
５
（
二
〇
一
六
年
十
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

階
級
、
国
家
、
民
主
主
義

森

勉

『
労
働
者
の
世
界
観
』
を
学
ぶ

マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
確
信

理
論
と
実
践

山
下

俊
幸

―
今
改
め
て
「
三
池
と
向
坂
教
室
」
に
学
ぶ
（
中
）
―

向
坂
逸
郎
先
生
と
『
資
本
論
』
の
こ
と
ど
も

中
澤

秀
行

―
『
資
本
論
』
百
五
十
年

私
の
勉
強
法
（
上
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

№
１
２
２
６
（
二
〇
一
六
年
十
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

独
占
資
本
は
惜
し
み
な
く
命
を
奪
う

原

野
人

「
三
池
と
向
坂
教
室
」
を
無
数
に
つ
く
る

山
下

俊
幸

―
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
確
信

理
論
と
実
践
（
下
）
―

『
資
本
論
』
百
五
十
年

私
の
勉
強
法

中
澤

秀
行

―
向
坂
逸
郎
先
生
と
『
資
本
論
』
の
こ
と
ど
も
（
下
）
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１
２
２
７
（
二
〇
一
六
年
十
一
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇

「
社
会
通
信
」
の
三
十
九
年
と
こ
れ
か
ら

滝
野

忠

職
場
で
の
運
動
実
践
に
つ
い
て

佐
竹

要

―
郵
便
局
と
い
う
職
場
で

年
間
働
い
て
学
ん
だ
こ
と

―

30

『
社
会
通
信
』
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
と
拡
散
を
！

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１
２
２
８
（
二
〇
一
六
年
十
一
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

う
れ
し
か
っ
た

米
山
氏
当
選

相
田

邦
夫

―
新
潟
知
事
選

三
条
市
か
ら
の
報
告
―

『
も
ん
じ
ゅ
』
と
核
燃
サ
イ
ク
ル
の
終
焉

原

野
人

―
は
か
な
く
消
え
た
独
占
資
本
の
夢
―

搾
取
を
強
め
産
業
予
備
軍
つ
く
る

本
村

充

―
今
後
の
「
労
働
者
政
策
」
の
特
徴
と
狙
い
―

駅
頭
で

極
右
の
内
ゲ
バ
宣
伝
合
戦

稲
村

守

高
江
（
沖
縄
）
に
行
っ
て
き
ま
し
た
！

増
田

都
子

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り
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№
１
２
２
９
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
一
日
）

◇
巻
頭
言
◇
「
大
衆
の
反
乱
」
が
始
ま
っ
た

伊
勢

太
郎

―
ト
ラ
ン
プ
勝
利
の
背
景
―

津
和
さ
ん
の
賃
金
論
に
つ
い
て

宗
近

―
俗
流
賃
金
論
か
ら
の
脱
却
の
為
に
―

◇
資
料
と
解
説
◇

エ
ン
ゲ
ル
ス
著
『
正
当
な
労
働
に
対
す
る
正
当
な
賃
銀
』

編
集
部

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
大
合
理
化
始
ま
る

大
田

幸
一

―
Ｊ
Ｒ
「
留
萌
本
線
」
廃
止
を
問
う
―

向
坂
先
生
、
岩
井
さ
ん
の
こ
と
ど
も

滝
野

忠

―
社
会
通
信
の
四
十
年
―

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り

№
１
２
３
０
（
二
〇
一
六
年
十
二
月
一
五
日
）

◇
巻
頭
言
◇

現
代
も
資
本
主
義
で
あ
る
、
こ
と
を
忘
れ
ま
い

小
林

晃

人
工
知
能
の
資
本
主
義
的
利
用
の
帰
結

フ
ィ
デ
ル
の
功
績

社
会
主
義
的
人
間
・
文
化
を
つ
く
っ
た

滝
野

忠

思
想
の
種
ま
く

原
発
そ
し
て
国
家
の
犯
罪

原
発
事
故
被
害
者

相
双
の
会

―
横
浜
の
中
学
生
の
生
き
る
勇
気
―
差
別
と
偏
見
を
な
く
し
て
い
こ
う
―

沖
縄
・
京
丹
後
・
若
狭
の
現
地
闘
争

稲
村

守

―
橋
田
秀
美
さ
ん
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
―

圧
倒
的
多
数
の
民
衆
で
関
電
を
包
囲
し
よ
う
！

―
高
浜
原
発
う
ご
か
す
な
！

１
・

(

日)

関
電
包
囲
全
国
集
会
―

22

向
坂
先
生
、
岩
井
さ
ん
の
こ
と
ど
も

滝
野

忠

―
社
会
通
信
の
四
十
年
―
（
二
）

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

編
集
部
だ
よ
り


